観察 を 下す のでつ まらぬ 物が 生きて 来る。 途上の 人 は 

大きな 小説 中の 人物に な つ て 路傍の E 塊に も 意味が 出 

来る。 君 は 文学者に な つ たら い いだろうと 自分 は 言つ 

た 事 も あるが、 黒 田 は 医科 を やって いた。 

あの 頃よ く 話の種に なった イタリア 人が ある。 名 を 

ジュセ ッポ. ルツ サナ とかいって、 黒 田の 宿の 裏手に 

小さな 家 を 借りて 何処かの 語学 校と かへ 通って いた。 

細君 は 日本人で 子供が 二人、 末の はま だほん の 赤ん坊 

であった。 下女 も 置かずに、 質素と 云うよ リ はむしろ 

極めて 賤 しい 募し をして いた。 日本へ 来て いる 外国人 

に は 珍しい 下等な 暮し をして いたが、 しかし 月給 はか 



髪が 黒くて 色が 白くて 美しい。 上の 男の子 は あの 頃 四 

つくらいで 名 は エンリコと かいう そうだが、 当り前の 

和服 を 着て 近所の 子供と 遊んで いるの を 見て は 混血児 

と 思われぬ ようであった。 黒 田 はこの 児 を 大変に 可愛 

がって ェン チャンく と 親しんで いた。 父親が 金 を こ 

しらえ あげた 暁に この 児の 運命 はどうなる だろうかと 

話し合った 事 も ある。 

ジ ュ セッポ の 家で 時なら ぬ 嵐が 起って 隣家の 耳 を 

欹 てさせる 事 も 珍しくない。 アクセントの おかしい 

イタリア 人の 声が 次第に 高くなる。 そんな 時 は 細君の 

こと を アナ タ が/^ と 云う 声が 特別に 耳 立 つ て 聞え る。 



セッポ にいつ の 間に か 似て くるよう だ。 堕落 か、 

向上 か。 どち だか 分らない。 三月 十四日 

ぺ ンで 細字で 考え 考え 書いて しまったの を 懐に して 

表の ポストに 入れに 出た。 そして 今 書いた 事 を 心で も 

う 一 遍 繰り返しながら、 これ を 読んだ 時に 黒 田の 苦い 

顔 に 浮ぶ ベ き 微笑 を 胸に 描いた。 

(明治 四十 一 年 四月 『ホ トトギ ス』) 
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